
自
民
党
が
４
年
前
に
決
定
し

た
「
日
本
国
憲
法
改
正
草
案
」

は
、
現
行
憲
法
が
他
の
先
進
諸

国
と
共
有
し
て
い
る
民
主
主
義

の
理
念
（
国
民
主
権
、
立
憲
主

義
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
国

際
関
係
の
平
和
的
解
決
な
ど
）

を
否
定
し
て
い
る
こ
と
に
多
く

の
憲
法
学
者
が
危
惧
を
表
明
し

て
き
ま
し
た
。

立
憲
主
義
の
否
定

こ
の
う
ち
「
立
憲
主
義
」
は

国
民
主
権
の
原
則
の
上
に
、
す

べ
て
の
権
力
は
国
民
に
由
来
す

る
と
い
う
立
場
か
ら
、
国
民
が

公
務
員
に
対
し
て
権
力
を
行
使

で
き
る
範
囲
を
定
め
た
も
の
が

憲
法
で
あ
る
と
の
立
場
で
す
。

「
国
民
が
権
力
を
し
ば
る
」
と

い
う
の
が
立
憲
主
義
の
本
質
で

あ
り
、
現
行
憲
法
前
文
は
、

「
日
本
国
民
は
・
・
・
こ
こ
に

主
権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を

宣
言
し
、
こ
の
憲
法
を
確
定
す

る
。
そ
も
そ
も
国
政
は
、
国
民

の
厳
粛
な
信
託
に
よ
る
も
の
で

あ
つ
て
、
そ
の
権
威
は
国
民
に

由
来
し
、
そ
の
権
力
は
国
民
の

代
表
者
が
こ
れ
を
行
使
し
、
そ

の
福
利
は
国
民
が
こ
れ
を
享
受

す
る
。
こ
れ
は
人
類
普
遍
の
原

理
で
あ
り
、
こ
の
憲
法
は
、
か

か
る
原
理
に
基
く
も
の
で
あ
る
。

わ
れ
ら
は
、
こ
れ
に
反
す
る
一

切
の
憲
法
、
法
令
及
び
詔
勅
を

排
除
す
る
。」

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、

自
民
党
の
改
憲
草
案
は
、

「
日
本
国
は
、
長
い
歴
史
と
固

有
の
文
化
を
持
ち
、
国
民
統
合

の
象
徴
で
あ
る
天
皇
を
戴
く
国

家
で
あ
っ
て
、
国
民
主
権
の
下
、

立
法
、
行
政
及
び
司
法
の
三
権

分
立
に
基
づ
い
て
統
治
さ
れ
る
・
・
・

日
本
国
民
は
、
国
と
郷
土
を
誇

り
と
気
概
を
持
っ
て
自
ら
守
り
、

基
本
的
人
権
を
尊
重
す
る
と
と

も
に
、
和
を
尊
び
、
家
族
や
社

会
全
体
が
互
い
に
助
け
合
っ
て

国
家
を
形
成
す
る
・
・
・
日
本

国
民
は
、
良
き
伝
統
と
我
々
の

国
家
を
末
永
く
子
孫
に
継
承
す

る
た
め
、
こ
こ
に
、
こ
の
憲
法

を
制
定
す
る
。」

と
し
ま
す
。
国
民
に
先
立
っ
て

ま
ず
国
家
が
あ
り
、
天
皇
は
日

本
国
と
い
う
国
家
に
無
条
件
に

存
在
し
て
お
り
、
そ
の
下
に
国

民
主
権
や
基
本
的
人
権
が
あ
る

と
い
う
構
成
を
と
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
立
憲
主
義
の
否
定
以
外

の
な
に
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
に
憲
法
擁
護
義
務

 「
最
高
法
規
」
に
関
す
る
規
定

で
現
行
憲
法
第
99
条
は
、

「
天
皇
又
は
摂
政
及
び
国
務
大

臣
、
国
会
議
員
、
裁
判
官
そ
の

他
の
公
務
員
は
、
こ
の
憲
法
を

尊
重
し
擁
護
す
る
義
務
を
負
ふ
。」

と
し
て
い
ま
す
。
憲
法
が
国
民

を
し
ば
る
の
で
は
な
く
、
国
民

が
権
力
を
し
ば
る
と
い
う
立
憲

主
義
の
原
則
に
立
て
ば
当
然
の

内
容
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
自

民
党
の
改
憲
草
案
は
、

「
①
全
て
国
民
は
、
こ
の
憲
法

を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
国
会
議
員
、
国
務
大
臣
、
裁

判
官
そ
の
他
の
公
務
員
は
、
こ

の
憲
法
を
擁
護
す
る
義
務
を
負

う
。」

と
し
ま
す
。
こ
の
憲
法
を
ま
ず

尊
重
す
べ
き
な
の
は
国
民
な
の

で
あ
っ
て
、
為
政
者
た
る
公
務

員
は
そ
の
後
で
憲
法
擁
護
義
務

を
負
う
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か

も
そ
の
公
務
員
の
範
囲
か
ら
天

皇
が
除
外
さ
れ
て
い
る
点
は
重

大
で
す
。

天
皇
の
地
位

天
皇
は
、
現
行
憲
法
の
「
象

徴
」
か
ら
自
民
党
案
で
「
元
首
」

と
な
り
ま
す
。

「
日
本
と
い
う
国
は
、
憲
法
を

超
越
し
た
存
在
で
あ
る
天
皇
が

元
首
で
あ
る
よ
う
な
国
家
で
あ

り
、
そ
の
国
家
の
基
本
法
た
る

憲
法
を
国
民
は
尊
重
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」

と
い
う
の
が
自
民
党
憲
法
草
案

の
内
容
で
す
。
日
本
を
そ
ん
な

国
に
し
戻
し
て
も
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
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学校統廃合と小中一貫教育を考える
全国ネットワーク（準）学習会

10月29日(土)13時30分～
たかつガーデンにて

講演：山本由美（和光大学）
「学校統廃合と義務教育学校の今日的状況」
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